
IPPAN SHITSUMON

①現在、土地改良区組合員資格の得喪は、登
記変更情報に基づき更新し、相続等の変更
については、町内居住の組合員は死亡届提
出後、庁内で情報を共有し継承者を把握し
登録しています。町外居住の組合員は相続
の登記情報を待っての更新や、賦課金の納
付書発送により相続される方からの連絡に
より把握しています。

答 産業建設課長

松田 賢治 議員
動画ＱＲコード

問

土地改良法関係の手続き
にあわせた「相続登記の
申請義 務」の周知・支援
について

①改正不動産登記法の周知・支援等を土地改
良法の手続きである「組合員資格得喪通知
書」の提出に合わせて実施できないか？

問 「ｅＭＡＦＦ農地ナビ」の
現状について

「各台帳間を紐付けるデジタル地図」として計
画的にデータ更新など見直しされているか？

　「ｅ Ｍ Ａ Ｆ Ｆ 農 地 ナ ビ 」 の 地 図 情 報 は 市 町
村での変更はできない仕様なので、国が紐付
け地図として更新を行いサポートシステムに
反映されています。

答 産業建設課長

①地域計画の更新は、農用地利用集積等促進
計画の情報と、今後実施していく意向調査
の情報をもとに担い手と地権者のマッチン
グを進めながら集約・集積を行い見直して
いきます。

②農業委員には遊休農地・未利用農地の把握
や将来を見通した農地利用の意向調査をお
願いしていきます。

答 産業建設課長

問
地域農業の将来指針とな
る地域計画更新と坂祝町
農業の未来像について

① 担 い 手 へ の 集 積 ・ 集 約 の 考 え 方 と 今 後 の
具体的な「地域計画」の進め方について

② 地 域 計 画 の 見 直 し ・ 更 新 通 知 を 受 け た 農
業委員会の今後の取り組みについて

③ 農 林 水 産 省 の 支 援 策 の 活 用 な ど 坂 祝 町 の
農業の未来像について
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①避難所運営委員会への女性参画の規定につ
いては、避難所運営委員会と運営班の設置
として、避難所利用者全員による自主運営
を目指し、柔軟な組織を見直すと記載して
います。女性専用スペースの確保と、男性
立ち入り禁止エリアのゾーニングについて
は、 坂 祝 町 避 難 所 運 営 マ ニ ュ ア ル の 中 で、
男女別更衣室、授乳スペース等々の設置に
ついて記載しています。

②現時点では町の備蓄としておかゆや液体ミ
ルクなどは配置されておりませんが、コー
プ共済との災害支援協定に基づき必要に応
じた調達が可能となっています。しかしな
がら、近年の避難者は高齢者が増えている
ことから、町としても独自に備蓄を進める
必要があると認識しています。高齢者向け
備蓄の検討は地域包括支援センターと連携
し進めていきます。液体ミルクについては、
こども家庭センターと連携して必要数量の
配備を進めていきます。

答 副町長

① 当 町 で は、 各 選 挙 に お い て 選 挙 管 理 委 員
会を中心に啓発計画を策定し積極的な啓発
活動を実施しているところです。インター
ネットによる啓発、LINE バナー、ポスター
掲示、公共交通機関による啓発、かわら版
メ ー ル、 同 報 無 線 に よ る 啓 発、 選 挙 公 報、
公報車用啓発テープの作成の取り組みを行
いました。

②投票済証の工夫については、ご提案いただ
いた町公式キャラクター「ほぎもん」を活
用した投票済証やステッカーの作成につい
ては、非常に良いアイデアであると考えて
います。「センキョ割」の提案については、
実 施 に あ た っ て 一 定 の 調 整 が 必 要 と な り、
今後は、商工会と連携を含め、引き続きこ
の提案について検討を重ねたいと考えてい
ます。

答 副町長

問 防災について
①女性の視点を踏まえた避難所運営について
②備蓄品の見直しについて

問 選挙について
① 町 に お け る 投 票 率 ア ッ プ に 向 け て の 取 り

組みについて
② 投 票 済 証 の 工 夫 と 啓 発 キ ャ ン ペ ー ン に つ

いて

三品 美紀 議員
動画ＱＲコード

林　俊太 議員
動画ＱＲコード

③ 農 業 者 の 高 齢 化 や 相 続 等 に よ る 不 在 住 地
主の増加により、遊休農地や未利用農地の
増 加 が 懸 念 さ れ る の で、10 年 後 の 農 地 利
用 を 明 確 化 す る 地 域 計 画 に お い て、 集 積・
集約を進める地域と現状維持の地域を区分
しつつ、米のみならず地域に適した農作物
による自然豊かな町にしたいと考えていま
す。
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① 現状の環境が十分であるとは思っていません
が、WBGT（※）が危険レベルの 31 以上の時
はもちろん、厳重警戒レベルについても体育
館の使用を禁止し、代替措置等の対策を行う
ことで、最低限の健康リスクは回避されてい
るのではないかと考えています。  

（※）WBGT とは
　気温・湿度・熱環境の 3 要素を取り入れた「暑

さの指数」で、熱中症の危険度を判断する指
標のこと。

②代替措置等の対策を行っているので、熱中症
による命の危険は避けられています。設置率
そのものが「命の格差」に直結しているとは考
えていません。

④「空調設備整備臨時特例交付金」を活用すれ
ば、町の負担を軽減することができますので、
対象期限の令和 15 年までに設置が決定した
際には、積極的に活用していきます。

⑤現在は小中学校体育館へ空調設備を設置する
計画はありません。教育環境の向上を考えま
すと空調設備の設置は必要であるとは考えま
すが、避難所の機能強化で考えると、小中学
校は実際に避難所として使用する優先度は低
く、交付金を活用して整備するとしても、今
の町の財政ではかなり難しいものと考えてい
ます。今後については、教育環境の向上や避
難所の整備計画、町の財政状況など総合的に
判断しながら検討していきます。

答 教育課長

③避難所環境の改善、とりわけ温度管理の確保
は、災害関連死を防ぐうえでも極めて重要で
あると認識しています。冬季の災害時には大
型ストーブなどの暖房器具を配置しています
が、夏季の冷房器具が十分ではないため課題
と認識しています。

答 副町長

問
小中学校体育館への空調
設備設置と今後の整備計
画について

　昨今の猛暑は、もはや「異常気象」ではなく
「日常」となり、学校生活における熱中症の危
険性は年々高まっています。本町の小中学校体
育館には空調設備が未設置であり避難所として
の「災害関連死」のリスクも懸念されるため次
のとおりお聞きします。

①現状の認識について
②設置状況の格差について
③災害時の避難所機能について
④財源確保について
⑤今後の計画について

佐藤　猛 議員
動画ＱＲコード

問

町設置の「こども家庭セ
ンター」の運営状況や成
果、課題、今後の方向性
について

①伴走型支援の実績について
②虐待に関する通報の推移と対応について
③組織体制と運営面の評価について
④職員の専門性確保・人材育成について
⑤事業の実施状況と利用動向について
⑥関係機関との連携と地域ネットワークについて
⑦今後の方向性と町の姿勢について
⑧赤ちゃん用品無料お届け事業について
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① 全 世 代 で 医 療 福 祉 予 算 は 増 加 傾 向 に あ り
ま す が 、 町 単 独 事 業 に お い て は 、 予 算 編
成 方 針 を 基 に 、 事 業 内 容 、 実 績 、 ニ ー ズ
な ど 総 合 的 に 判 断 し 、 優 先 順 位 を 決 め て
予 算 計 上 を 行 っ て い ま す 。

　  介 護 保 険 事 業 に お い て は 、 ３ 年 間 の 事 業
計 画 に よ り 予 算 編 成 を 行 い ま す の で 、 予
算 の 合 理 化 ・ 削 減 を す る こ と は あ り ま せ
ん 。

② 利 用 実 績 か ら 、 町 内 の 訪 問 介 護 事 業 所 の
利 用 割 合 は 高 い で す が 、 仮 に 町 内 の 訪 問
介 護 事 業 所 が 減 少 し た と し て も 、 近 隣 市
町 村 に あ る 訪 問 介 護 事 業 所 で サ ー ビ ス 利
用 は 可 能 で あ る と 考 え て い ま す 。 報 酬 単
価 や 介 護 者 不 足 の 課 題 は あ り ま す が 、 訪
問 介 護 事 業 者 が 縮 小 し て い く と い う 問 題
は な い と 認 識 し て い ま す 。

答 福祉課長

問
第３期人口ビジョンから
みる高齢者福祉施策につ
いて

① 人 口 が 減 少 す る 中 、 向 こ う 1 5 年 間 、 増 加
傾向が予測される高齢者福祉予算は、人口
減少や厳しい財政難を背景に、予算の合理
化・削減はされないか？

②訪問介護事業の継続性の考えは？
③町内にある養護老人ホームと特別養護老人

ホームが、来年３月末で閉鎖されるが、町
の対応は？

⑧ 赤 ち ゃ ん 用 品 無 料 定 期 便 は 、 訪 問 と 相 談
を 組 み 合 わ せ 、 孤 立 や 虐 待 防 止 に つ な げ
る 取 り 組 み と し て 任 期 中 の 実 施 を 目 指 し
ま す 。

答 町長

動画ＱＲコード

宮内 聰樹 議員

① 孤 立 や 虐 待 リ ス ク を 防 ぐ た め 、 妊 娠 期 か
ら 切 れ 目 の な い 支 援 を 行 っ て い ま す 。 令
和 6 年 度 は 妊 娠 時 面 談 6 3 件 、 産 後 面 談
5 0 件 、 出 産 前 訪 問 1 7 件 、 電 話 ・ L I N E 相
談 8 0 件 、 助 産 師 相 談 4 3 件 を 実 施 し ま し
た 。 家 族 関 係 や 経 済 面 、 育 児 不 安 の 相 談
が 多 く 、 早 期 の 発 見 ・ 支 援 に つ な げ て い
ま す 。

② 虐 待 通 報 は 令 和 4 年 度 9 件 、 5 年 度 3 件 、
6 年 度 4 件 、 7 年 度 は 1 0 月 ま で に 1 0 件
で す 。 学 校 や 園 か ら の 通 報 が 多 く 、 心 理
的 ・ 身 体 的 虐 待 が 中 心 で す 。 緊 急 時 は 子
ど も 相 談 セ ン タ ー や 警 察 と 連 携 し 、 町 対
応 ケ ー ス は 訪 問 や 面 談 を 重 ね 、 関 係 機 関
と 情 報 共 有 し な が ら 継 続 支 援 を 行 っ て い
ま す 。

③ 児 童 福 祉 、 母 子 保 健 、 セ ン タ ー 長 は 別 拠
点 で す が 、 必 要 時 は す ぐ に 参 集 し 指 揮 命
令 系 統 も 確 立 し ま し た 。 情 報 共 有 に よ り
支 援 準 備 を 事 前 に 進 め 、 即 時 サ ー ビ ス 利
用 に つ な が っ た 事 例 も あ り ま す 。

④ 統 括 支 援 員 の 兼 務 な ど 課 題 は あ り ま す
が 、 職 員 は 研 修 や 事 例 検 討 会 を 通 じ て 資
質 向 上 に 努 め て い ま す 。 　

⑤ 産 後 ケ ア 事 業 は 通 所 ・ 宿 泊 型 の 開 始 に よ
り 利 用 が 増 加 し て お り 、 短 期 支 援 や 訪 問
支 援 の 件 数 は 少 な い も の の 、 虐 待 予 防 の
重 要 な セ ー フ テ ィ ネ ッ ト で す 。

⑥ 要 保 護 児 童 対 策 や Ｄ Ｖ を 防 止 す る 協 議 会
を 中 心 に 、 園 ・ 学 校 ・ 社 協 ・ 警 察 、 県 関
係 機 関 等 と 情 報 共 有 し 、 個 別 会 議 や 月 １
回 の ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 に よ り 、 緊 急 時 も
迅 速 な 連 携 を 図 っ て い ま す 。 　

⑦「 孤 ( こ ) 育 ( そ だ ) て 」を 防 ぎ 特 定 妊 婦 に
な ら な い 取 り 組 み と し て 中 学 生 へ の 性 教
育 を 実 施 し 、 今 後 も 行 政 と 地 域 が 連 携 し
子 育 て 家 庭 を 支
え る 体 制 づ く り
を 進 め ま す 。

答 こども課長
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① 保 護 者 へ の 対 応 を 丁 寧 に 行 っ て き た 結
果 、 不 当 な 要 求 や ハ ラ ス メ ン ト 事 案 ま で
に は 発 展 し て い ま せ ん 。

② 学 校 の み で は 解 決 が 困 難 な 事 案 に つ い て
は 、 学 校 、 教 育 委 員 会 事 務 局 及 び 関 係 機
関 と の 連 携 を 強 化 し 、 協 働 で 取 り 組 ん で
い ま す 。 町 で は 令 和 ６ 年 度 か ら 専 門 の 弁
護 士 と 契 約 を 締 結 し て お り 、 専 門 的 な 見
地 か ら の 助 言 を 速 や か に い た だ け る 体 制
を 整 え る こ と で 、 教 職 員 が 安 心 し て 事 案
に 対 応 で き る よ う に し て い ま す 。

答 教育長

③ 介 護 施 設 を 運 営 し て い く こ と が 難 し い と
い う 事 を 、 や む を 得 ず 受 け 入 れ ま し た 。
あ く ま で 民 間 の 問 題 で あ る こ と を ご 了 承
願 い ま す 。

答 町長

問
坂祝小中学校での保護者
から教職員へのハラスメ
ント対策について

①小中学校で保護者による教職員へのハラス
メント事案は？

②町教育委員会の教職員ハラスメントに対す
る基本方針について

問 回覧板の見直しと情報伝
達のあり方について

①回覧板の現状と課題認識について
②回覧板の配布回数見直しに関する町の考え

方について 
③回覧板に代わるデジタル手段の活用と周知

の取り組みについて
④高齢者等への情報伝達における配慮策につ

いて
⑤今後の情報伝達のあり方に関する検討状況

について

兼松 雄司 議員
動画ＱＲコード

① 毎 月 １ 日 、 １ ５ 日 に 回 覧 ・ 配 布 す る 資 料
を 、 各 自 治 会 長 の お 宅 に お 配 り し 、 班 長
に 回 覧 ・ 配 布 を 行 っ て い た だ い て お り ま
す 。 以 前 よ り 各 自 治 会 長 か ら 現 在 の 回 覧
回 数 が ご 負 担 に な っ て い る と の ご 意 見 を
い た だ い て お り 町 と し て も 課 題 と 認 識 し
て お り ま す 。

② 今 後 の 運 用 方 法 に つ い て は 検 討 を 進 め ま
す が 、単 に 回 数 を 減 ら す の で は な く 町 ホ ー
ム ペ ー ジ で の 情 報 確 認 を 推 奨 し 、 デ ジ タ
ル 手 段 の 認 知 度 向 上 を 図 っ て い き た い と
考 え て い ま す 。

③ 現 在 、 町 ホ ー ム ペ ー ジ や L I N E 、 メ ー ル 配
信 な ど を 通 じ て 広 報 や 回 覧 資 料 を ご 確 認
い た だ け ま す 。 周 知 の た め 行 政 連 絡 員 会
議 で 自 治 会 長 へ 説 明 を 行 い 、 案 内 を ５ 月
１ 日 に 配 布 し ま し た 。

④ イ ン タ ー ネ ッ ト を ご 利 用 に な ら な い 方 等
へ の 配 慮 策 と し て は 、 通 常 の 回 覧 ・ 配 布
と な る の で は な い か と 考 え ま す 。 他 の 方
法 と し て は 、 回 覧 物 を 印 刷 し て 、 必 要 な
ご 家 庭 に 配 布 す る 方 法 な ど も 考 え ら れ ま
す 。  

⑤ 令 和 ８ 年 度 の 行 政 連 絡 員 会 議 で も ご 説 明
を 行 う 予 定 で あ り 、 自 治 会 長 か ら の ご 意
見 を 伺 い た い と 考 え て い ま す 。 全 て の 町

答 企画課長
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答 福祉課長

①岐阜家庭裁判所統計に基づく概数では、成
年被後見人等である本人が実際に住んでい
る場所（施設、病院を含む）を基準としてい
ます。把握している報告では、令和７年度
の成年後見制度利用者は９名です。基準日
は異なりますが、令和６年度１０名、令和
５年度１４名、令和４年度１３名です。利
用者の中には施設利用者も含んでおり、町
内施設では９名の方が成年後見制度を利用
されています。

　　 市 民 後 見 人 制 度 の 利 用 状 況 に つ い て は、
市民後見人の育成及び活動支援を行ってい
ないため実績はありません。

　　今後の需要見込みは、福祉課や社会福祉
協議会への相談がほとんど無い状況から成
年後見制度の利用者が大幅に増加すること
は考えにくいですが、認知症高齢者、精神
障がいの方は、増加傾向にありますので一
定数のニーズはあると考えています。　

②現状では、在宅で成年後見制度を利用され
ている方がいないのに等しいため共通様式
を導入は行っていませんが、今後、成年後
見制度が広く利用されれば送付先変更の一
括化について検討していきます。

③在宅で成年後見制度を利用されている方が
いないのに等しいため、現状では権利擁護
に関する講演会で制度等を周知するまでに
留まっています。アンケート調査の結果か
らも成年後見制度の認知度が十分でないこ
とから、制度の周知に努めるとともに、実
際の相談やニーズ等の状況を把握しながら
必要に応じて対応していきたいと考えてい
ます。

民 に ご 対 応 い た だ く こ と が 難 し い 面 も あ
る た め 、 今 後 も 紙 と デ ジ タ ル の 併 用 に よ
り 確 実 な 情 報 伝 達 に 努 め て い き ま す 。

【 全戸配布された案内 】

林　 重光 議員
動画ＱＲコード

問
成年後見制度の利用促進
に向けた環境整備と送付
先変更届の一括化について

① 町 の 成 年 後 見 制 度 及 び 市 民 後 見 人 制 度 の
利用状況と今後の需要見込みについて

② 成 年 後 見 人 等 が 各 種 通 知 等 の 送 付 先 変 更
を 一 括 し て 登 録 ・ 変 更 で き る 仕 組 み の 導
入について

③ 市 民 後 見 人 の 育 成 ・ 確 保 お よ び 活 用 促 進
に向けた町の現在の取組状況について

かわら版メール登録
（LINEも選べます。）
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